
　　　　

2024 年 4 月 1 日

９ 時 ００ 分から ２０ 時 ００ 分まで あり なし

始まりの会

主活動①

主活動②

主活動③

休憩時間・自由時間

法人（事業所）理念
1.利用児の人権尊重を基本とし、利用児が独立・自立していく上で必要な知識技能習得することを支援します。
2.利用児ひとりひとりの特性や能力に応じた支援を行い、より豊かな人間性の形成を図っています。
3.家族が主体的に養育に取り組めるよう、個別性を大切に支援していきます。

事業所名 OnlyOne梅島 作成日児童発達支援　支援プログラム

＜人間関係・社会性＞
順番や勝ち負けのある遊びを経験し、集団生活でのマナーやルールを身につける。
遊びの例：コロコロリレー、ボッチャ

＜運動・感覚＞
体幹をはじめ、全身を使う運動を行い、座位姿勢を保つ力を育てる。追視や注視が必要な遊びを行い、板書に必要な見る力を育てる。
遊びの例：のりものポーズ、まちがいさがし

＜健康・生活＞
学習時間と休憩時間の切り替えを設け、補水や排泄を適切なタイミングに行う習慣をつくる。学習や遊びの終わりに、片付けをする習慣をつくる。

支援方針
個別指導：利用児の発達状況に応じ専門職（作業療法士・公認心理士）による個別指導を行うほか、保護者の方と面談を通してさまざまな相談に対する助言等を行います。
集団指導：それぞれの専門性を持った集団プログラムを実施し、利用児の発達状況に応じて専門職（作業療法士・公認心理士）による集団指導を行います。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 保護者交流会、避難訓練

（別添資料１）

家族支援
活動の実場面で課題や関りの意図を伝えながら支援を行うとともに、日常の支援
に関しての相談援助を行う。

移行支援 小学校生活に備え、上記５領域に関連する支援を実施する。

地域支援・地域連携 足立区こども発達支援事業所ネットワーク参加 職員の質の向上 年間研修、定期カンファレンス

プログラム 支援内容（5領域）

＜認知・行動＞
参加する場のスケジュールやルールを見聞きし、見通しをもって活動にのぞむ。

＜言語・コミュニケーション＞
５W１Hに沿って出来事を話し、他者に伝わりやすく話す力を育てる。
遊びの例：おはなしクイズ、教えてピクチャー
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